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 ＪＡ柳川管内ナススマート農業推進協議会は、２月 29 日に、環境測定装置

を導入し、環境や生育データを活用したデータ駆動型農業を実践しているナス

生産者を対象に研修会を開催し、当日は 11 名の生産者が参加しました。 

 

研修会ではデータに基づいて環境制御を行う高収量生産者のほ場を視察しま

した。高収量生産者からは、LAI（葉面積指数）や着果数を制御するための栽培

管理や着果負担に応じた温度や湿度などの環境制御方法について説明が行われ

ました。また、自作したリミット装置（谷換気の開閉と炭酸ガス発生装置の

ON/OFF を連動させる装置）について情報提供されました。 

参加した生産者からは、「LAI を確保するためにどのような整枝をしているの

か」、「早朝の暖房設定はどのようにしているのか」等、活発に情報交換が行わ

れました。 

 普及指導センターでは、今後も生産者のニーズが高い情報を速やかに共有す

るとともに、データ駆動型農業の実践を支援し、さらなるナスの収益性向上を

目指します。 

 

 

 

 

 

着果数管理されたほ場 生産者のほ場で意見交換 


